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子どもを教育するという行為の重さ
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あらすじ

明治 40 年、日本地図最後の空白地点を埋めるため、

前人未踏の山に挑んだ男たちがいた。日露戦争直後、陸

軍陸地測量部（現:国土地理院）は、日本地図を完成させ

つつあったが、唯一、空白の箇所を残していた。越中立

山（北アルプス）の劔岳周域である。それまで日本の山々

は修験者によって登頂された以外、陸軍によって登頂さ

れてきた。陸軍は正確な日本地図の完成を名目に、測量

官・柴崎芳太郎に対して劔岳登頂を命じたのである。し

かし同時期、日本山岳会も劔岳初登頂を画策していた。

そこでは未踏峰の劔岳初登頂を掛けて、陸軍と山岳会の

角逐が展開されたのである。

こうした中で柴崎は地図作成の目的を自身に問いなが

らも、案内人の宇治長次郎らと共に、四等三角点を設置

するべく劔岳を目指す。これは名誉のためでも利のため

でもない、仕事に命と誇りを掛けて挑んだ男たちの事実

の記録である。

シーン再現

日本山岳会はパーティのメンバーに怪我人が出たこ

とによって劔岳アタック（登頂）を断念。一方、測量隊

は決死の覚悟で四等三角点を設置するため、別のルート

でアタックし、見事登頂を果たす。人類史上初の劔岳登

頂と思われたが、一行は頂の岩の隙間に修験者の錫杖を目にする。その結果に対して陸

軍の反応は冷ややかだった。陸軍参謀は「これでは何の意味もない。柴崎たちは初登頂
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ではなかったということだ。修験者ごときに我が帝国陸軍が遅れをとったという

こと以外の何物でもない」と一蹴。これに対して、柴崎と交友ある玉井大尉は測

量隊の実績だけは評価してほしいと懇願する。しかし、陸軍参謀は「今度の劔岳

のこと、それ自体を無かったことにできんかね。前人未踏という言葉を知っとる

かね。修験者の錫杖の話など、役立たずの歴史家にでもくれてやればいい。軍に

とっては何の役にもたたん」とし、劔岳登頂を評価しなかったのである。

教育学の視点から

三角点選点作業中、柴崎と小島鳥水（日本山岳

会）の会話で注目したい遣り取りがある。柴崎「一

つ聞いてもいいですか。小島さんは何故、山に登

るのですか」。小島「何故って・・柴崎さんはどう

してなんですか？」と。しかし、柴崎は答えられ

ない。その答えを柴崎は模索し続けているからで

ある。柴崎はこの問に対して、元陸軍陸地測量部

測量官の古田盛作に手紙を宛てている。古田は、

柴崎の前任者であり、長次郎とともに劔岳に挑み

つつも、劔岳登頂を果たせなかった柴崎の良き相談者でもある。その古田が柴崎に

対して次の内容の手紙を送った。古田「お手紙を拝読し、私も改めて地図を作ると

いうことが、どういうことか考えてみました。人は皆誰しもが、生きている場所が

日本の中で、世界の中でどんな所に位置していることが知りたいのではないでしょ

うか。それは自分自身が何者であるのかを知ることに繋がるからです。地図とは国

家のためではなく、そこに生きている人たちのために、必要とされているのではな

いでしょうか。人がどう評価しようとも『何をしたか』ではなく、『何のためにそれ

をしたか』が大事です」。

この古田からの手紙の一節、「地図」を「教育」に置き替えて、改めて「教育」と

は何かを考えてみたい。教育とは国家のためではなく、そこに生きている子どもた

ちのために必要なのである。教育に求められる役割はその時々によって左右されて

しまう。その中で教育が「人間の能力と人格・発達にたいする意識的働きかけ」*

であるならば、教師は、第一に「子どものために」という目的を意識しなければな

らないのではないだろうか。本映画は子どもを教育するという行為の重さを改めて

考えさせてくれる作品である。

* 坂本忠芳『教育の人民的発想』青木書店、1982 年、p. 3
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